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明
治
十
四
年
九
月
二
十
七
日
、
戸
長
所
轄
六
分
担
に
改
正
の 

 

達
示
あ
り
。
も
っ
と
も
六
戸
長
と
も
事
務
は
和
泊
村
役
場
一
ヵ 

 

所
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
。
戸
長
（
官
選
）
お
よ
び 

 

所
轄
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

和
泊
村
外
六
村 

沖 

利
有 

 
 
 

和
泊
・
和
・
手
々
知
名
・
喜
美
留
・
西
原
・
国
頭 

 

玉
城
村
外
六
村 

沖
島
曽
謙 

 
 
 

玉
城
・
畦
布
・
根
折
・
内
城
・
大
城
・
皆
川
・
古
里 

 

余
多
村
外
五
村 

沖 

利
経 

 
 
 

余
多
・
上
平
川
・
下
平
川
・
屋
者
・
芦
清
良
・
黒
貫 

 

瀬
利
覚
村
外
四
村 

町
田
実
矩 

 

第
三
節 

行
政
区
画
と
和
泊
村
の
発
足 

一 

分
担
制
度
の
変
遷 

 

明
治
六
年
、
与
人
を
戸
長
、
間
切
横
目
を
副
戸
長
と
改
称
。 

 

明
治
十
二
年
二
月
戸
長
事
務
所
を
戸
長
役
場
と
改
称
。 

1 

明
治
十
三
年
八
月
十
四
日
、
戸
長
所
轄
全
島
十
二
分
担
、
役 

 

場
敷
地
お
よ
び
役
場
建
築
費
は
村
の
負
担
、
俸
給
、
旅
費
、
小 

 

使
給
、
筆
墨
薪
等
は
県
税
支
弁
、
官
選
戸
長
の
下
に
用
係
一
名 

配
置
。 

戸
長
お
よ
び
所
轄
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

      
 
 

瀬
利
覚
・
知
名
・
屋
子
母
・
大
津
勘
・
徳
時 

 

田
皆
村
外
四
村 

安
藤
佳
竹 

 
 
 

田
皆
・
正
名
・
島
尻
・
下
城
・
上
城 

 

後
蘭
村
外
五
村 

撰
玄
碩 

 
 
 

久
志
検
・
赤
嶺
・
後
蘭
・
谷
山
・
永
嶺
・
瀬
名 

3 

明
治
十
六
年
四
月
、
戸
長
所
轄
を
和
泊
方
・
東
方
・
西
方
の 

 

三
ヵ
所
に
分
担
せ
ら
る
。
戸
長
（
民
選
）
お
よ
び
所
轄
は
次
の 

 

と
お
り
。 

 

和
泊
方 

戸
長
沖
島
曽
謙
（
月
俸
九
円
） 

 
 
 

国
頭
・
西
原
・
出
花
・
和
泊
・
和
・
手
々
知
名
・
喜
美 

 
 
 

留
・
玉
城
・
根
折
・
畦
布
・
内
城
・
大
城
・
皆
川
・
古
里 

 

東
方 

 

戸
長
沖 

利
経
（
月
俸
九
円
） 

 
 
 

余
多
・
上
平
川
・
下
平
川
・
芦
清
良
・
黒
貫
・
屋
者
・
瀬 

 
 
 

利
覚
・
知
名
・
大
津
勘
・
徳
時
・
屋
子
母 

 

西
方 

 

戸
長
安
藤
佳
竹
（
月
俸
八
円
） 

 
 
 

田
皆
・
正
名
・
島
尻
・
上
城
・
下
城
・
瀬
名
・
永
嶺
・
後 

 
 
 

蘭
・
谷
山
・
久
志
検
・
赤
嶺 

4 

明
治
十
九
年
十
二
月
十
四
日
、
さ
ら
に
戸
長
所
轄
を
二
区
分 

 

し
て
、
一
は
和
泊
村
外
十
七
ヵ
村
、
戸
長
役
場
を
和
泊
村
に
置 

 

き
、
一
は
知
名
村
外
十
七
村
役
場
を
知
名
村
に
置
く
。
戸
長
お 

 
 西 

 

東 

 

田 

皆 

上 

城 

後 

蘭 

余 

多 

芦
清
良 

瀬
利
覚 

大
津
勘 

内 

城 

安
藤
佳
竹 

市
来
惟
信 

甲 

東
生 

操 

担
勁 

矢
野
忠
正 

本
城
宗
光 

町
田
実
矩 

東 

一
元 

田
皆
・
正
名
・
島
尻 

上
城
・
下
城
・
瀬
名
・
永
嶺 

後
蘭･

谷
山･

久
志
検･

赤
嶺 

余
多
・
上
平
川
・
下
平
川 

芦
清
良
・
黒
貫
・
屋
者 

瀬
利
覚
・
知
名 

大
津
勘
・
徳
時
・
屋
子
母 

内
城
・
大
城
・
皆
川
・
古
里 

 
泊 

 

和 方 

国 
 

頭 

和 
 

泊 
手
々
知
名 

玉 
 

城 
役
場 

沖
島
曽
謙 

沖 

利
有 

撰 

玄
碩 

沖 

利
経 

戸 

長 

国
頭
・
西
原
・
出
花 

和
泊
・
和 

手
々
知
名
・
喜
美
留 

玉
城
・
根
折
・
畦
布 

所 

轄 

（
村
） 

452 453 



                           

よ
び
所
轄
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

和
泊
村
外
十
七
ヶ
村 

戸
長
土
持
政
照
（
年
俸
弐
百
弐
拾
円
） 

 
 
 

和
泊
・
和
・
手
々
知
名
・
喜
美
留
・
国
頭
・
西
原
・
出 

 
 
 

花
・
畦
布
・
根
折
・
瀬
名
・
永
嶺
・
谷
山
・
後
蘭
・
内 

 
 
 

城
・
大
城
・
玉
城
・
皆
川
・
古
里 

 

知
名
村
外
十
七
ヶ
村 

戸
長
操 

坦
勁
（
年
俸
百
拾
円
） 

 

た
だ
し
、明
治
二
十
年
十
二
月
、知
名
村
戸
長
役
場
庁
舎
建
設
、 

翌
二
十
一
年
一
月
二
十
七
日
開
場
式
施
行
。
明
治
二
十
六
年
十
一 

月
九
日
和
泊
方
戸
長
土
持
政
照
辞
職
に
つ
き
、
知
名
村
戸
長
操
坦 

勁
が
和
泊
戸
長
に
転
じ
、
沖
利
経
が
知
名
戸
長
に
任
命
さ
れ
た
。 

5 

明
治
四
十
一
年
四
月
一
日
、
大
島
郡
に
島
嶼
町
村
制
施
行
さ
る
。 

 

「
県
令
第
十
七
号
」 

 
 
 

来
る
四
月
一
日
よ
り
大
島
郡
に「
沖
縄
県
及
島
嶼
町
村
制
」 

 

施
行
に
付
、
村
名
称
及
其
区
域
並
村
役
場
位
置
左
之
通
之
を
定 

 

む
。 

 
 
 

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
日 

 
 
 
 
 

鹿
児
島
県
知
事 

坂
本
釤
之
助 

 

従
前
全
三
十
六
ヵ
村
あ
り
て
各
一
村
と
し
て
立
ち
、
若
干
名
の 

村
議
員
を
置
い
て
一
村
費
を
評
議
し
、
こ
の
中
か
ら
連
合
村
会
議 

員
を
互
選
し
て
一
ヵ
村
す
な
わ
ち
今
の
一
村
の
議
事
機
関
を
組
織 

                          

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
島
嶼
町
村
制
実
施
に
当
た
り
、
こ
れ 

ら
の
村
は
す
べ
て
大
字
と
称
し
、
和
泊
村
・
知
名
村
の
二
村
と
な 

る
。
行
政
区
画
は
現
今
と
異
な
ら
ず
。 

 
 

和
泊
村
長
（
官
選
）
土
持
綱
安 

 
 
 
 
 

収
入
役 

 

木
藤
貞
亮 

 
 

知
名
村
長
（
官
選
）
操
担
勁 

 
 
 
 
 

収
入
役 

 

新
納
直
定 

 

従
来
、
村
会
議
員
各
十
八
名
な
り
し
も
、
今
回
よ
り
各
十
名
と 

な
る
。 

6 

大
正
九
年
四
月
一
日
よ
り
普
通
町
村
制
実
施
、
こ
れ
本
郡
民 

 

が
初
め
て
全
国
民
一
般
の
待
遇
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の 

 

た
め
、
和
泊
・
知
名
村
会
議
員
定
員
各
二
十
四
名
と
な
り
、
六 

 

月
二
十
六
日
選
挙
。 

 
 

七
月
八
日
和
泊
村
長
沖
元
綱 

 
 
 
 
 
 
 
 

助
役
山
口
禎
善 

 
 
 
 
 
 
 
 

収
入
役
木
藤
貞
亮 

 
 

七
月
六
日
知
名
村
長
新
納
直
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

助
役
東
前
広 

 
 
 
 
 
 
 
 

収
入
役
岡
本
安
広 

 

選
挙
お
よ
び
選
定
を
な
す
。 

455 454 


